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１．対象鳥獣の種類、被害防止計画の期間及び対象地域 

対 象 鳥 獣 イノシシ・アライグマ・ニホンジカ・キョン・ハク

ビシン・タヌキ・ウサギ・カラス・カモ・キジ 

計 画 期 間  令和５年度～令和７年度 

対 象 地 域  東金市 

 

２．鳥獣による農林水産業に係る被害の防止に関する基本的な方針 

（１）被害の現状（令和３年度）   

鳥 獣 の 種 類 
被 害 の 現 状 

   品  目 被 害 数 値 

イノシシ 水稲・豆類・いも類等   160ａ    729 千円 

アライグマ 豆類・雑穀・果樹等   169ａ   663 千円 

ニホンジカ － 0ａ      0 千円 

キョン 豆類 4ａ      8 千円 

ハクビシン 豆類・果樹等   59ａ   229 千円 

タヌキ 果樹   33ａ   160 千円 

ウサギ 豆類 2ａ     1 千円 

カラス 豆類・野菜・果樹    42ａ    161 千円 

カモ 水稲     1ａ     11 千円 

キジ 豆類 1ａ     18 千円 

 

（２）被害の傾向 

 近年、東金市において農作物に被害を与える有害鳥獣は、イノシ

シ・ハクビシン・アライグマ・タヌキ・キョン・ウサギ・カラス・カ

モ・キジである。 

 【イノシシ】＝公平・丘山・大和・源地区において、春期に水稲、

秋期にいも類、豆類等に被害をもたらしている。公平・丘山・大和・

源地区で増加傾向にある。 

 【アライグマ】＝春期、夏期、秋期に果樹、秋期に豆類、雑穀の被

害が顕著であり、市内全域で確認されている。 

 【ニホンジカ】＝被害金額の算出には至っていないが、平成２７年度

に千葉県自然保護課で実施したアオキの食痕調査において食痕が確認さ

れている。 

 【キョン】＝公平・正気・大和地区において、夏期に豆類の新芽・

新葉の食害が確認されている。 

【ハクビシン】＝春期、夏期、秋期に果樹、秋期に豆類、雑穀の被

害 

が顕著であり、市内全域で確認されている。  



                                       

 【タヌキ】＝春期、夏期、秋期に果樹、秋期に豆類、雑穀の被害が

顕著であり、市内全域で確認されている。 

【ウサギ】＝春期に豆類の被害があり、市内全域で確認されてい

る。 

【カラス】＝市内全域で、夏期、秋期に果樹、豆類、雑穀の被害を

もたらしている。 

【カモ】＝春期、夏期に水稲の被害があり、豊成地区で確認されて

いる。 

【キジ】＝被害金額の算出には至っていないが、春期、夏期に豆類

の被害があり、豊成・源地区で確認されている。 

 

（３）被害の軽減目標  

  指   標   現状値（令和３年度） 目標値（令和７年度） 

被害面

積・金

額 

イノシシ   160a   729 千円 91a   415 千円 

アライグマ   169a   663 千円 57a   222 千円 

ニホンジカ     0a      0 千円 0a     0 千円 

キョン     4a       8 千円 3a     5 千円 

ハクビシン  59a    229 千円 39a   151 千円 

タヌキ  33a    160 千円 22a   109 千円 

ウサギ   2a    1 千円 1a     1 千円 

カラス    42a    161 千円 29a   110 千円 

カモ 1a    11 千円 1a     8 千円 

キジ   1a      18 千円 0a     0 千円 

 

（４）従来講じてきた被害防止対策 

 従来講じてきた被害防止対

策 

   課     題 

捕獲等 

に関す 

る取組 

 東金地区猟友会等との業

務委託契約により、市が策

定した「実施計画書」に基

づき、捕獲を実施した。 

令和２年度 

箱わな １７基 

令和３年度 

箱わな ２０基 

令和４年度 

箱わな ２４基 

くくりわな ７５基 

 被害が拡大している一方、

猟銃使用による捕獲は安全性

の確保が難しく、また、従事

者の高齢化、担い手不足によ

り確保も難しいことから十分

な捕獲体制が取れない状況で

ある。 

 わな免許について補助制度

を活用し担い手を確保する。 



                                       

小型獣用箱罠 ８０基 

防護柵 

の設置 

等に関 

する取 

組 

電気柵を獣害と戦う農村集

落づくり事業を活用し集落

単位で実施してきた（管理

は集落） 

また、市独自で農家を対

象とした電気柵購入補助を

実施した。 

令和２年度 

電気柵     ０m. 

令和３年度 

電気柵     ０m. 

令和４年度 

電気柵 ４，０００m. 

 今後イノシシによる被害状

況を見ながら侵入防止柵の設

置を検討する。 

 申請件数が伸び悩んでお

り、周知の方法を再検討する

必要がある。 

 

 

（５）今後の取組方針 

 捕獲による有害鳥獣の個体数の削減、防護柵等による農作物の被害

防止を推進し、総合的に鳥獣被害軽減に取り組む。 

特に、イノシシについては、千葉県第二種特定鳥獣管理計画に基づ

き、積極的な捕獲を行う。また、被害発生地域では農業者並びに近隣

住民の意識が重要であるため、市民への啓発活動を行い防除意識の向

上を図り、耕作放棄地の解消等に取り組む。 

アライグマについては、千葉県アライグマ防除実施計画に基づき、

積極的な捕獲を行う。 

 

３．対象鳥獣の捕獲等に関する事項 

（１）対象鳥獣の捕獲体制   

 東金地区猟友会有害鳥獣捕獲隊への捕獲委託により、捕獲を実施す

る。 

 

（２）その他捕獲に関する取組 

年度 対象鳥獣      取  組  内  容 

 

 

令和５年度 

～７年度 

イノシシ 

アライグ

マ 

ニホンジ

カ 

キョン 

 地元等と連携し、農産物の被害状況を把

握したうえで捕獲機材（わな・檻）等の整

備を行い、安全で効果的な捕獲を実施し、

必要に応じ猟銃による捕獲を行う。 

 

 



                                       

ハクビシ

ン 

タヌキ 

ウサギ 

カラス 

カモ 

キジ 

 

（３）対象鳥獣の捕獲計画 

 捕獲計画数等の設定の考え方 

 関連する各種計画との整合性に留意しながら、過去の捕獲実績や被

害地域の状況を踏まえて捕獲計画を策定する。 

   

対象鳥獣 
捕 獲 計 画 数 等 

  ５年度   ６年度   ７年度 

イノシシ ８５頭 ９０頭 １００頭 

アライグマ １５０頭 １８０頭 ２００頭 

ニホンジカ ２０頭 ２０頭 ２０頭 

キョン ２０頭 ２０頭 ２０頭 

ハクビシン １００頭 １００頭 １００頭 

タヌキ １００頭 １００頭 １００頭 

ウサギ ２０頭 ２０頭 ２０頭 

カラス ６００羽 ６００羽 ６００羽 

カモ ２０羽 ２０羽 ２０羽 

キジ ２０羽 ２０羽 ２０羽 

   

 捕獲等の取組内容 

 東金地区猟友会等との業務委託により捕獲を実施する。 

【イノシシ】＝年度を通し、被害の多い地区での箱わな・くくりわ

なによる捕獲を行う。 

 【アライグマ】＝年度を通し、農業者からの箱わな設置の要望申請

により捕獲を行う。 

【ニホンジカ】＝農業者からのわな設置の要望申請により捕獲を行

う。 

【キョン】＝年度を通し、農業者からの箱わな設置の要望申請によ

り捕獲を行う。 

 【ハクビシン】＝年度を通し、農業者からの箱わな設置の要望申請

により捕獲を行なう。 



                                       

 【タヌキ】＝年度を通し、農業者からの箱わな設置の要望申請によ

り捕獲を行う。 

【ウサギ】＝銃器及び箱わなによる捕獲を行う。 

 【カラス】＝銃器及び箱わなによる捕獲を行う。 

 【カモ】＝銃器による捕獲を行う。 

【キジ】＝銃器による捕獲を行う。 

 

（４）許可権限委譲事項 

 対象地域 対 象 鳥 獣 

対象地域の設定

まで至っていな

い。 

― 

 

４．防護柵の設置その他の対象鳥獣の捕獲以外の被害防止施策に関する事項 

（１）侵入防止柵の整備計画 

対 象 鳥 獣 
整  備  内  容 

 令和５年度  令和６年度  令和７年度 

 

イノシシ 

被害状況を見な

がら随時検討す

る。 

被害状況を見な

がら随時検討す

る。 

被害状況を見な

がら随時検討す

る。 

 

 

（２）その他被害防止に関する取組 

年度 対象鳥獣 取 組 内 容 

令和５年～７

年度 

 

イノシシ 

アライグマ 

ニホンジカ 

キョン 

ハクビシン 

タヌキ 

ウサギ 

カラス 

カモ 

キジ 

耕作放棄地を解消するなどの生息環境管理

を行う。 

 

 

５．対象鳥獣による住民の生命、身体又は財産に係る被害が生じ、又は生じる 

 おそれがある場合の対処に関する事項 

 

（１）関係機関等の役割 



                                       

関係機関等の名称 役   割 

東金警察署 地域の安全を確保するために情報

の提供、収集 

山武郡市広域行政組合消防本部 生命、身体被害に対する処置 

東金地区猟友会 捕獲や追い払い作業 

千葉県山武地域振興事務所 捕獲等に関する指導・助言 

東金市 関係機関との連携・調整 

 

（２）緊急時の連絡体制 

 

  東金市           市民  

 

 山武郡市広域行政組合消防本部  

 

             東金警察署  

 

             東金地区猟友会 

千葉県山武地域振興事務所  

 

 

６．捕獲等をした対象鳥獣の処理に関する事項   

 捕獲後の処理については、原則として埋却・焼却とする。 

 アライグマの処理については、千葉県アライグマ防除実施計画の捕

獲個体の取り扱いに基づき実施する。 

 

７．捕獲等をした対象鳥獣の食品としての利用等その有効な利用に関する事項 

捕獲数が少数で食品としての利用を推進することは困難である。 

 

８．被害防止対策の実施体制に関する事項 

（１）被害防止対策協議会に関する事項   

被害防止対策協議会の名称 東金市有害獣対策協議会 

構成機関の名称 役   割 

東金地区猟友会 被害防止の対策支援 

鳥獣保護管理員 被害防止の対策支援 

農家実行組合地区協議会 情報の提供・収集 

わかしお農業共済組合 情報の提供・収集 

山武郡市農業協同組合 情報の提供・収集 

東金市 被害防止の対策支援 



                                       

千葉県山武農業事務所 情報の提供・収集 

 

（２）関係機関に関する事項   

関係機関の名称 役    割 

千葉県山武地域振興事務所 捕獲の許可、指導、助言、情報の提

供・収集 

千葉県山武農業事務所 被害防止対策に関する情報の提供、

防護柵設置に係る指導 

 

（３）鳥獣被害対策実施隊に関する事項 

 田中地区において農家がイノシシ被害から自衛のために地元組織を

つくっている。これをモデル地区として、他地区にも同様な組織をつ

くり、ゆくゆくは実施隊として活動できるよう支援を検討する。 

 

（４）その他被害防止施策の実施体制に関する事項   

 県体制整備事業を活用し、専門家との協議を行い、今後の本市にお

ける有害鳥獣駆除体制の整備計画を策定する。 

 

９．その他被害防止施策の実施に関し必要な事項   

近隣市・町・関係機関と情報交換を行いながら連携を図る。 

 


